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グラフ分析：全自交労連の「 春闘、生活・労働実態調査」の集計結果がまとまりま2008

した。平均年齢は 歳と昨年よりも 歳上がりましたが、勤続年数は 年と逆に短53.2 0.5 11.6

くなり、新たに乗務員となった人たちの高齢化がさらに進んでいることを示しています。

平均年収では、首都圏などの収入増を反映して全国平均は 万 千円アップしています5 5

が、東北、北陸、四国、九州など 地域では昨年より低下をし、二極化の傾向を色濃く14

示しています。今年初めて調査をした世帯当たり平均年収は 万円で、家族ぐるみでも467

全産業男子の平均年間所得に及ばないハイタク労働者の生活の厳しさを改めて示していま

す。






